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【平成２６年度第４回北広島市子ども・子育て会議】 

 

１ 日時 

  平成 26年 9月 4日（木）18：30～20：00 

 

２ 場所 

  北広島市役所本庁舎 2階会議室 

 

３ 出席者 

  （委員）※50音順・敬称略     （市・事務局） 

   安藤 由美子           保健福祉部長  木下 信司 

飯浜 浩幸            児童家庭課長  福島 政則 

   亀岡 菜穂子           児童家庭主査  鈴木 靖彦 

   小林 明夏            児童家庭主査  冨田 英禎 

   中田 紀子            児童家庭主査  高橋 陽子 

   西澤 美香 

堀内 美和 

松浦 政子             

   百瀨 彰 

       

４ 傍聴者 

  ２名 

 

５ 会議次第 

（１）地域子ども・子育て支援事業における提供体制の確保の内容の再審議 

について 

（２）北広島市子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例について 

（３）学童クラブの開所時間の延長について 

（４）（仮称）北広島市子ども・子育て支援プラン骨子案（暫定版）について 

（５）その他 
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               【議事録】 

 

○事務局    審議に先立ち、前回ご質問いただき回答を保留していた件に

ついて説明いたします 

        妊婦健診事業における１４回の健診回数は今後も変更はない

のでしょうかとの質問でしたが、「産婦人科ガイドライン」にお

いて、受診することが望ましい健診回数と健診間隔が示されて

おり、これに沿って受診した場合は１４回となることから、今

後も回数については現状を継続していきます。 

        また、保育の必要性認定の項目である出産前８週出産後８週

について、体調の優れない妊婦のためにもう少し期間を延長で

きないのでしょうかとの質問でしたが、出産前８週出産後８週

を上回る部分については、診断書を提出していただいたうえで、

疾病を理由に入所申込みをしていただくこととしています。 

○委員     分かりました 

 

（１）地域子ども・子育て支援事業における提供体制の確保の内容の再審議 

について 

 

○会長     ただ今から平成２６年度第４回北広島市子ども・子育て会議

を開催いたします。 

        子ども達にとってより良い環境となるように、ご審議お願い

します。 

       最初の議題、（１）地域子ども・子育て支援事業における提供 

体制の確保の内容の再審議について事務局から説明願います。 

○事務局     （資料１及び資料１－２に沿って説明） 

○会長     前回の会議におけるファミリーサポート事業の量の見込み及

び確保方策の資料において、現在の利用状況の人数に錯誤があ

り、量の見込みを修正したとのことです。確保方策については

影響がなく、前回同様の数値となっていますが、再度確認した

上で審議をお願いしたいとのことです。何かご意見ご質問ござ

いませんか。 

        特に意見等がなければ提案どおり承認するということでよろ

しいでしょうか。 

       （委員異議なし） 
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（２）北広島市子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例について 

    

○会長     次の議題、（２）北広島市子ども・子育て支援法に基づく過料

に関する条例について事務局から説明願います。 

○事務局    （資料２に沿って説明） 

○会長     不誠実な対応の抑止のための条例で、根拠については子ど

も・子育て支援法に基づくものであるとのことです。過料の１

０万円という額についても、同法の規定を運用しており、この

場で承認が得られれば、１０月にパブリックコメントを実施し

たいとの説明でした。何かご意見ご質問ございませんか。 

        事務局に質問ですが、パブリックコメントを受けて、その内

容をこの場で審議するということですか。 

○事務局    前回行った基準３条例のパブリックコメントについても、そ

の内容や市の考え方についてこの場で報告させていただきまし

た。同様に今回の条例についても、パブリックコメントの結果

について報告させていただく予定です。 

○会長     分かりました。他に特に意見等がなければ提案どおり承認す

るということでよろしいでしょうか。 

 

（委員異議なし） 

 

（３）学童クラブの開所時間の延長について 

 

○会長     次の議題、（３）学童クラブの開所時間の延長について事務局

より説明願います。 

○事務局    （資料３に沿って説明） 

○会長     ニーズ調査と保護者アンケートの結果に基づいて、開所時間   

       を前後３０分延長したいとのことです。 

        このことについて、ご意見ご質問ございませんか。 

○委員     延長時間等については、市学童保育連絡協議会の要望どおり

であり、ありがたいと思います。一部の保護者からは子どもの

ストレスを心配する声もありますが、一人で家に残すよりは安

心であり、良いことだと思います。 

○委員     学童クラブを利用する児童は、保育園を利用していた時も６

時３０分までいた子が多く、学童クラブと保育園の終了時間が

同じになるのは、良いことだと思います。 



4 

 

○委員     市学童保育連絡協議会の要望が受け入れられ、ありがたく思

います。 

時間延長により、指導員の方々の負担も大きくなると思いま

すので、そちらの配慮もよろしくお願いします。 

○会長     賛成の意見が多い中で、現場スタッフの負担に関する意見が

ありましたので、事務局より説明願います。 

○事務局    学童クラブ指導員については、臨時職員と非常勤職員がおり

ますが、延長時間については臨時職員だけにならないようにシ

フトを工夫して対応していく予定です。月１回開催しておりま

す指導員会議においても話し合いを行い、理解を求めていると

ころです。 

○会長     分かりました。ほかに意見等がなければ提案どおり承認する

ということでよろしいでしょうか。 

 

（委員異議なし） 

 

（４）（仮称）北広島市子ども・子育て支援プラン骨子案（暫定版）について 

 

○会長     次の議題、（４）（仮称）北広島市子ども・子育て支援プラ 

ン骨子案（暫定版）について事務局より説明願います。 

○事務局    （資料４に沿って説明）    

○会長     資料４の北広島市子ども・子育て支援プラン骨子案について

説明いただきました。これまで審議してきた内容が盛り込まれ

ており、委員の皆様方もイメージをつかむことができたと思い

ます。内容等についてご質問等ございませんか。 

○委員     これらの計画を推進するにあたって、市の組織体制や財源対

策等については、どのように対応する予定なのか伺いたい。 

○事務局    １７ページ以降の確保方策等について、北海道が中間取りま

とめを行う予定になっています。そのうえで市の方向性を確立

し、平成２７年度へ向けて準備を進めることとなります。 

        学童クラブを例にあげますと、上級生までの段階的な受入れ

や開所時間の延長のため、施設整備や指導員の新たな確保等を

計画的に行っていきます。 

        また、市の推進計画におきましても、これらの事業を盛り込

み、市全体の計画として実施を検討していきます。 

        また、学童クラブの対象年齢の拡大と開所時間延長につきま
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しては、１０月にパブリックコメントを予定しており、そのう

えで、対象年齢の拡大について議会へ条例改正の提案をしてい

きたいと考えております。 

○委員     分かりました。 

○委員     計画（案）の中に子どもの権利条例が入っていることを、大

変うれしく思います。世界でも子どもの権利条例を明確にうた

っていることは珍しく、とても誇らしく感じます。 

        また、新制度に関して、札幌市では説明会等を行っているよ

うですが、当市では開催予定はありますか。 

○事務局    説明会等は予定しておりませんが、市民向けのパンフレット

の作成・配布や広報での周知を予定しております。 

○委員     分かりました。 

○委員     今後計画を実行していく中での話しですが、施設型給付の公

定価格や利用者負担額が国から示され、札幌市では国よりも低

額な独自の利用者負担額を発表しました。政令指定都市と同じ

基準は困難とは思いますが、隣接する市として、また、子育て

に優しい市として、北広島市も国基準より低い利用者負担額を

検討できないでしょうか。 

        利用者負担額における国の基準は、国の平均値から算出した

ものであり、市の基準を決めるときは市の平均値から独自に設

定してもいいのではと思います。 

○事務局    札幌市の料金基準については、まだ正確な情報を得ておりま

せん。当市の利用者負担額の基準はまだ未定でありまして、札

幌市の状況や委員のご意見等を参考に検討してまいります。 

○会長     利用者負担額については、今後、本会議で議論する予定です

か。    

○事務局    計画の中では利用者負担額までは触れておらず、現段階では

審議の対象とは考えておりませんが、審議すべき対象となるか

は確認いたします。 

○会長     ６ページに載っておりますとおり、本計画については、状況

の変化等により５年間の間に必要な見直しが可能となっており、

その際は再度審議していただく計画であります。 

各委員の皆様方には、計画案全体に目を通しておいていただ

きたいと思います。他にご質問等ございませんか。 

○委員     １２ページの基本目標４「子育てを支援する生活環境の整備」    

       の項目に、可能であれば、公園や児童センターなど子どもの遊
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び場の整備について追加していただきたいと思います。 

○事務局    前回会議の資料「後期行動計画」の７ページに、児童の健全

育成の項目のなかで公園整備等が記載されております。 

今回の計画案では１１ページに基本施策の体系を載せており

ますが、現在国において指針の見直しやパブリックコメントを

行っている最中で、その結果を確認した上で検討してまいりま

す。 

○事務局    １１ページの１地域における子育ての支援の④に「子どもの

健全育成」の項目がありますが、これとは独立させて子どもの

遊び場についての記述を追加することについて、今後検討させ

ていただきます。 

○委員     分かりました。 

○委員     先日、主任児童委員研修会において、各地域で精神的に孤立

してしまう親が多いと聞きました。幼稚園や保育園を利用して

いない場合、主任児童委員も実態を把握できない状態であり、

ネグレクトや虐待へ発展する恐れがあります。計画案とは別の

問題ですが、市としてもこれらの問題への取り組みを検討して

いただきたいと思います。 

○会長     子どものいる家庭に一番詳しいのは、保健師だといわれてお

ります。保健師と主任児童委員等との連携体制について、実態

はどうなのか事務局より説明願います。 

○事務局    地域子ども・子育て支援事業の中に養育支援事業がありまし

て、健診時に保健師が悩み事等を把握しております。養育が特

に困難なケースについては、月に１回子育て会議を開催してお

りますので、保健師に加え家庭児童相談員も交えて対応を協議

しています。また、幼稚園や保育園を利用していない家庭の場

合は、必要に応じて地域の児童委員の方々にも協力を依頼し対

応しております 

○委員     現実には、養育が困難になってから児童委員へ情報がおりる

ケースが多い。できることなら、もう少し早い段階で相談に入

った方が解決しやすいと思いますので、保健師と児童委員の連

絡会議などをこまめに開催したほうが良いと感じます。 

○会長     計画案とは別の問題ですが、現状では委員のおっしゃるよう

な課題があるということでした。他にご意見等ございませんか。 

○委員     子どもにやさしい市という部分で感じたことですが、ある母

親が子どもの発熱で夜間急病センターを利用したところ、専門
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外の・先生が当直だったため、薬を処方してもらえず大変不安

な思いをしたとのことです。 

緊急時に安心して病院を利用できる体制があれば、より子育

てが円滑に行えると思います。 

○会長     実際の経験からの意見でしたが、事務局から補足説明をお願

いします。 

○事務局    夜間急病センターは現在当直医１名で運営しており、専門は

内科か小児科医しかおりません。２名程度の医師を配置できれ

ば、より良い受入れ体制となりますが、そこまで対応できてい

ないのが実情です。ただし小児科専門ではなくとも、その時点

で最善の処置をしたことは間違いないと考えております。 

○委員     分かりました。 

        別の質問ですが、市内の子育て支援拠点事業３施設のうち、

大曲いちい保育園の「ぶらんこ」のみホームページがないのは

どうしてですか。 

○事務局    「あいあい」は市立ですので市が作成した上で、市のホーム

ページからリンクするかたちとなっております。西の里保育園

の「どんぐり」は園がページを作成しており、同様にリンク可

能となっておりますが、「ぶらんこ」については再度確認いたし

ます。 

○委員     分かりました。 

○会長     委員の皆様から様々なご意見等いただきました。先日の新聞

で北広島市は道内で一番住みやすい市に選ばれており、子育て

に関しても最善となれるように、今後も計画等を審議していき

たいと思います。委員の皆様にもお気づきの点等があれば、こ

れからもご意見等お願いしたい。その他について事務局からお

願いします。 

○事務局    パブリックコメントの結果報告等を含め、次回開催は１１月

頃を予定しております。 

        また、すくすく未来プランについてのご質問等も、随時お待

ちしておりますのでよろしくお願いいたします。 

○会長     繰返しになりますが、今後も子育てに最善の市を目指して審

議していきましょう。 

平成 26年度第４回北広島市子ども・子育て会議を終了いたし

ます。ありがとうございました。 


